
 

関西学院大学 産業研究所 講演会 

東京丸の内ｷｬﾝﾊﾟｽ講演会 

「原子力事業の海外支援計画と受入国事情」 
近年、ベトナムでは電力需要が増大していることから、発電所の新設や送電線の拡充が先

進国の支援のもとに進められている。我が国は南東部のニントゥアン省で計画中の原子力発

電所建設プロジェクトの第 2 サイトで、パートナーとなることが決まった。 

政府と電力会社が共同出資で設立した国際原子力開発（JINED）を中核に、オールジャパ

ン体制を整えていく方針である。今後、我が国がベトナムの政府や企業と良好なパートナー

シップを維持する方策等について、現地の専門家とエネルギー研究の専門家から最新の情報

を伺う。一般参加可、無料、定員 70 名、事前申し込み制（末尾を参照）。 

 

 

日 時： 2011 年 3 月 11 日（金） 

14：00～17：00（受付 13：30～） 

会 場： 関西学院大学 東京丸の内キャンパス 

（サピアタワー10F） 

言 語： 英語（逐次日本語訳）・日本語 

主 催： 関西学院大学産業研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・申し込み方法 

  e メール、または FAX で、お名前、所属、連絡先（電話番号，e メールアドレス）を記
入し、次宛にご連絡ください。 

  e メール： kouenkai-311@kwansei.ac.jp    FAX：0798-54-6029 

・問い合わせ先： 関西学院大学産業研究所 TEL：0798-54-6127 

プログラム 

14：00～ 開会あいさつ スピーカー紹介 

14：10～ “Current Economic Condition in Vietnam”（仮題） 

グウェン・ティ・ゴック・マイ（Nguyen Thi Ngoc Mai） 
アンビン商業銀行・ベトナム電力会社担当副部長（Deputy General Director, Anbinh Joint 

Stock Commercial Bank）、同銀行はベトナム電力会社（Electricity of Vietnam）の子会社 

15：20～ 休憩 

15：40～「世界の原子力開発動向と日本の原子力産業の国際展開の課題」 

村上朋子  

(財)日本エネルギー経済研究所 戦略・産業ユニット 原子力グループ リーダー 

参加費 
無料 

定員 70 名 
(先着順) 


